戦のならい by 林 英夫 et al.
安
い
売
苑史
戦
の
な
ら
い
（
林
）
戦 で
の
な
ら
い
林
英
圭
〈
第
二
次
大
戦
末
期
の
「学
童
疎
開
」
は
、
日
本
の
帝
国
主
義
が
採
っ
た
棄
民
政
策
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
。
敗
戦
直
後
、
占
領
軍
の
日
本
進
駐
に
さ
い
し
、
婦
人
は
暴
行
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
一‐疎
開
」
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
噂
が
広
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
れ
が
相
互
の
回
伝
え
か
、
お
上
の
筋
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
か
、
確
〓信
は
な
い
が
、
お
上
か
ら
伝
わ
っ
て
民
間
に
口
伝
え
さ
れ
て
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
推
一測
で
き
る
。
嘉
永
七
年
（
一
人
五
四
）
二
月
二
十
一
日
ア
メ
リ
カ
艦
隊
は
下
田
入
港
、
そ
れ
か
ら
箱
館
へ
向
っ
た
（箱
館
入
港
四
月
二
十
一
日
）。
箱
館
で
は
江
戸
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
渡
来
に
備
え
て
い
た
。　
そ
の
対
応
の
な
か
に
「
い
か
様
の
事
な
が
ら
婦
人
を
目
掛
侯
由
、
右
ハ
可
成
だ
け
目
に
掛
ら
ず
候
様
、
滞
船
中
（艦
隊
停
泊
中
）
ハ
為
立
退
候
哉
、
又
ハ
能
々
隠
し
置
方
可
然
哉
」
と
あ
り
婦
人
を
立
の
か
せ
る
か
、
隠
す
な
ど
の
方
法
を
と
り
「
穏
便
取
斗
い
首
尾
よ
く
帰
帆
相
成
候
様
」
と
い
う
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
文
中
に
「御
内
実
ハ
数
百
年
、
太
平
二
馴
候
人
民
、
戦
場
之
実
地
ハ
心
得
ざ
る
」
た
め
と
あ
る
。
つ
ま
リ
ア
メ
リ
カ
と
戦
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
婦
女
は
乱
暴
さ
れ
る
か
ら
「疎
開
」
か
「隠
置
」
の
処
置
を
自
前
に
取
る
こ
と
を
心
構
え
し
て
お
く
必
要
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
箱
館
奉
行
か
ら
の
触
書
（嘉
永
七
年
二
月
）
は
具
体
的
で
「市
中
端
々
の
婦
人
ど
も
海
岸
相
隔
候
町
々
軟
、
又
ハ
最
寄
、
山
付
村
々
所
縁
有
之
も
の
共
、
成
だ
け
引
移
侯
」
と
あ
り
、
箱
館
市
中
の
婦
人
は
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
町
か
、
山
よ
り
の
村
々
へ
、　
つ
て
の
あ
る
者
は
な
る
だ
け
移
れ
、
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
町
中
は
所
縁
の
あ
る
者
た
ち
が
「夫
々
に
手
配
い
た
し
、
婦
人
手
道
具
、
其
外
飯
料
牛
馬
二
付
出
し
、　
誠
二
騒
々
鋪
十相
成
申
候
」
舎
一月
二
十
八
日
）
と
い
っ
た
騒
然
た
る
情
景
と
な
っ
た
。
翌
二
十
九
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
船
渡
来
の
近
い
こ
と
が
伝
わ
り
、
米
価
は
一
日
だ
け
で
三
割
方
も
高
騰
し
た
。
四
月
六
日
の
触
書
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
箱
館
で
「夜
分
な
ど
密
々
の
上
陸
の
程
も
難
斗
候
間
、
婦
女
子
の
分
ハ
、
老
若
と
も
残
ら
ず
、
男
子
に
て
も
二
、
三
才
以
下
の
も
の
ハ
最
寄
出
之
手
辺
」
へ
立
退
く
こ
と
を
伝
え
、
さ
ら
に
立
退
き
騒
ぎ
で
混
乱
の
た
め
、
立
退
き
ま
で
に
若
子
の
猶
予
期
間
を
与
え
て
置
く
が
、
老
若
に
か
か
わ
ら
ず
婦
人
の
外
出
を
禁
止
す
る
と
云
っ
て
い
る
。
嘉
永
七
年
四
月
二
十
一
日
箱
館
入
港
、　
翌
二
十
二
日
「
ア
ン
タ
ス
と
申
通
辞
、　
都
合
七
人
上
陸
大
将
体
の
も
の
か
の
ペ
ロ
リ
な
り
」
と
あ
り
、
い
ら
い
五
月
五
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
も
町
中
に
一
人
の
婦
女
の
姿
の
な
い
の
を
い
ぶ
か
し
く
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
箱
館
側
の
記
録
に
は
四
月
二
十
六
日
上
陸
の
さ
い
町
で
は
「夫
々
戸
締
を
付
、
婦
人
・
子
供
等
隠
し
置
申
候
得
共
、
裏
町
二
住
居
取
上
ケ
婆
々
有
之
、
右
の
も
の
宅
へ
戸
締
ヲ
踏
破
り
入
込
候
、
其
節
、
右
の
姿
々
、
娘
・
孫
と
彼
等
が
眼
に
掛
り
候
由
二
て
驚
入
り
」
と
あ
る
か
ら
、
疎
関
し
な
か
っ
た
女
た
ち
は
、
路
地
裏
の
暗
い
部
屋
の
な
か
で
、
ぢ
っ
と
声
を
ひ
そ
め
て
、
街
を
往
采
す
る
異
人
た
ち
の
噂
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
語
っ
た
ペ
リ
ー
の
箱
館
入
港
の
話
は
「嘉
永
七
甲
寅
年
二
月
亜
墨
和
加
一
条
写
」
と
あ
る
函
館
市
立
図
書
館
蔵
の
史
料
に
よ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
幕
末
異
人
来
航
に
さ
い
し
婦
人
た
ち
が
姿
を
隠
し
た
話
は
、
来
朝
の
外
国
人
も
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
箱
館
の
場
合
、
婦
女
疎
開
は
奉
行
か
ら
の
指
示
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
前
述
引
用
の
と
お
り
、
人
々
は
大
平
に
な
れ
て
、
戦
場
の
実
地
を
心
得
な
い
が
、
戦
場
に
な
れ
ば
敵
人
よ
り
暴
姦
に
会
う
も
の
と
い
う
、
当
時
の
武
家
社
会
の
「常
識
」
意
識
が
働
い
て
如
上
の
「触
書
」
に
な
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
武
士
た
ち
は
、
戦
争
に
な
れ
ば
「民
」
や
敵
の
武
家
の
婦
女
を
お
か
す
こ
と
も
、
お
か
さ
れ
る
の
も
、
戦
場
の
な
ら
い
と
し
て
当
然
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
成
辰
戦
争
（拙
稿
「戊
辰
戦
争
の
軍
隊
と
大
東
亜
戦
争
」
翁
日
本
歴
史
』
８８
年
２
月
号
）
で
も
西
南
戦
争
で
も
戦
場
で
み
ら
れ
る
な
ら
い
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
印
湘
つ た
わ
舶
却
赫
薙
甘
臣
歳
殉
殻
女 「寿
懲
庁
徳
標
無
舛
媛
舜
却
頒
ヤ
Φ
那
印
悌
薪
瀬
れ
ば
麟
韓
癖
つ る
注
抑
う
考
え
方
が
侍
に
は
全
く
第
二
次
大
戦
中
の
日
本
軍
隊
の
暴
状
は
近
代
が
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
の
武
家
社
会
の
伝
統
的
な
戦
場
習
慣
が
生
み
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
（本
学
名
誉
教
授
）
史
苑
（第
四
九
巻
第
一
号
）
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